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今月の主な内容

11
今月の表紙
　秋晴れのもと、第７回紀美野町スポーツ・レ
クリエーション大会が開かれ、６種目に合わせ
て町民約 300 人が出場。それぞれ熱戦が繰り広
げられました。（写真：ホッケー体験教室 /10 月
８日、スポーツ公園にて）
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人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
権
利
で

す
。本

町
が
め
ざ
す
「
人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す
べ

て
の
町
民
が
心
豊
か
で
、
自
分
ら

し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
人
権

や
他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を

提
供
し
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気

づ
き
」
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10

日
ま
で
を
「
人
権
を
考
え
る
強
調

月
間
」
と
し
て
、
紀
美
野
町
人
権

委
員
会
、
人
権
擁
護
委
員
、
そ
の

他
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
啓
発

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

◆
街
頭
啓
発 

文
化
セ
ン
タ
ー

　

11
月
３
・
４
日
（
文
化
祭
）

　

11
月
9
日
（
町
民
大
学
講
座
）

◆
写
真
展　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

11
月
３
日
～
５
日

紀
美
野
町
で
は
、
10
月
１
日
付

け
で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
し
た
。（ 

）
内
は

旧
職
。
ま
た
、
平
成
27
年
の
紀
の

国
わ
か
や
ま
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技

開
催
に
向
け
、
国
体
推
進
課
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。

【
課
長
級
】

水
道
課
課
長

　

温
井
秀
行（
地
籍
調
査
課
課
長
）

国
体
推
進
課
課
長

　

南　

秀
秋
（
水
道
課
課
長
）

地
籍
調
査
課
課
長　
　
　
　
　
　

　

前
野
忠
弘（
地
籍
調
査
課
主
幹
）

【
主
任
級
】

国
体
推
進
課
主
任

　

浦　

貴
子
（
学
事
・
生
涯
学
習

室
主
任
）

◆
人
権
ポ
ス
タ
ー
掲
示　

◆
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

※
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

11
月
11
日
～
12
月
10
日

町
職
員
の
人
事
異
動

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌

山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
毎

年
県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
県

下
１
０
７
校
の
応
募
が
あ
り
、
紀

美
野
町
で
は
野
上
小
学
校
・
小
川

小
学
校
・
毛
原
小
学
校
が
優
秀
賞

を
、
下
神
野
小
学
校
が
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

第
30
回
「
和
歌
山
県
小
学
校
人

権
の
花
運
動
」
の
優
秀
賞
に

野
上
小
学
校
・
小
川
小
学
校
・

毛
原
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
！！

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します！

■期　　間　平成24年11月 12日（月）～18日（日）
　　　　　　午前８時30分～午後７時
　　　　　　（ただし、土・日曜日においては、午前10時～午後5時）
■電話番号　0570－ 070－ 810（全国共通ナビダイヤル）

※相談は無料、秘密は厳守されます。夫やパートナーからの暴力、
ストーカーなどの女性をめぐるさまざまな人権相談に応じま
す。
※法務局職員又は人権擁護委員が相談に応じますので、お気軽
にご相談ください。

■問い合わせ　☎（073）422－ 5131
　　　　　　　（和歌山地方法務局人権擁護課内和歌山県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権擁護委員連合会）

～女性の人権にかかわる問題について相談に応じます。～

「
紀
美
野
町
暴
力
団
排
除
条
例
」

の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、
９

月
25
日
に
海
南
警
察
署
で
、
町
と

海
南
警
察
署
の
連
携
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
た
「
暴
力
団
排

除
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
連
携
に

関
す
る
協
定
書
」
の
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
と
警
察
と
の
連
携
を
強
め
、

一
層
暴
力
団
の
排
除
を
進
め
よ
う

と
締
結
し
た
も
の
で
、
寺
本
町
長

と
海
南
警
察
署
の
坂
部
義
人
署
長

が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

町
と
海
南
警
察
署
が

暴
力
団
排
除
協
定
を

結
ぶ

協定書を交わす坂部海南警察署長（写真：右）
と寺本町長
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婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
き

み
の
め
ぐ
り
愛
２
０
１
２
」（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
10
月
７

日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

紀
美
野
町
商
工
会
青
年
部
が
未

婚
の
男
女
に
出
逢
い
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
男

性
の
み
町
内
在
住
ま
た
は
、
将
来

紀
美
野
町
に
居
住
意
思
の
あ
る

町
内
在
勤
の
方

が
対
象
で
、
町

内
外
か
ら
58
人

（
男
性
29
人
、

女
性
29
人
）
が

参
加
し
ま
し

た
。東 

泰
良
実

行
委
員
長
の
開

会
宣
言
の
後
、

参
加
者
は
順
番
に
自
己
紹
介
（
１

組
90
秒
）
し
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寺
本

町
長
と
中
村
商
工
会
長
に
よ
る
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
昼
食

に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
昼
食
後
の
フ
リ
ー
タ

イ
ム
で
は
、
町
内
の
飲
食
店
か
ら

取
り
寄
せ
ら
れ
た
ス
イ
ー
ツ
を
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
参
加
者
の
男
性
に
は
、
女
性

に
告
白
を
す
る
こ
と
で
恋
愛
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
商
工
会
青
年
部
の
強
い
思
い

が
込
め
ら
れ
た
告
白
タ
イ
ム
で

は
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る
ハ
ー

ト
マ
ー
ク
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

会
場
に
て
男
性
か
ら
意
中
の
女
性

に
告
白
が
行
わ
れ
、
結
果
８
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

～
き
み
の
に
恋
!!  

こ
こ
か
ら
始
ま
る
～

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
き
み
の
め
ぐ
り
愛
２
０
１
２
」
開
か
れ
る

８
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕
生

認
知
症
と
は
脳
の
病
気
で
あ
り
、

誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
認
知

症
高
齢
者
の
数
は
約
３
０
５
万
人
、

65
歳
以
上
の
１
割
に
の
ぼ
る
と
し

て
い
ま
す
。
増
え
続
け
る
状
況
の

中
で
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
17
年

よ
り
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ

く
る
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー

ト
。
そ
の
中
で
「
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
認
知
症
の
人
や
家
族
を

温
か
く
見
守
る
人
＝
〝
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
〟」
を
増
や
し
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
住
民
の
手
で
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
で
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
約
１
，

２
０
０
名
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
認
知
症
に
な
る
の
？

認
知
症
は
治
る
の
？
予
防
は
で
き

る
？
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
あ

る
の
？？　

み
な
さ
ん
が
日
頃
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
！！
正
し
い
理
解
を

も
っ
て
、
あ
な
た
も
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

■
定
員　

50
名
（
な
る
べ
く
事
前

の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

講義の様子

保
健
福
祉
課
で
は
「
大
丈
夫　

こ
の
町
み
ん
な　

サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
合
言
葉
に
、
認
知
症
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
平
成
24
年
９
月
14
日
（
金
）、

紀
美
野
町
議
会
議
員
を
対
象
に
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。

岩
橋
医
院
き
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
岩
橋
良
彦
医
師
に

よ
る
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
義
の

あ
と
、
早
期
受
診
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
寸
劇
を
通
じ
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
岩
橋
医
師
が
か
か

り
つ
け
医
役
と
し
て
登
場
、
美
里

園
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・
山
本

秀
樹
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
紀
美

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
田
伏
ち

よ
み
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
認
知

症
の
夫
と
妻
の
役
を
熱
演
し
ま
し

た
。「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
て

か
ら
か
か
り
つ
け
医
へ
の
相
談
、

診
断
、
診
断
後
の
生
活
と
い
う
構

成
で
、
早
期
の
相
談
・
診
断
の
必

要
性
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
こ
と

の
必
要
性
を
確
認
し
講
座
は
終

了
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で

あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ

ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
、「
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ

た
」「
こ
う
い
う
啓
発
は
重
要
で

あ
る
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
学
校
や
企
業
、

地
域
サ
ロ
ン
や
各
種
団
体
を
中
心

に
本
養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
講
座
は
１
時
間
程
度
、
受
講

料
は
無
料
で
ど
な
た
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
出
張
開
催
も

可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　
（
℡
４
８
９
‐
９
９
６
０
）

紀
美
野
町
議
会
議
員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
！

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

電
話
４
８
９
‐
９
９
６
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集
！！

『
愛
の
手
で
築
こ
う
明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の

お
陰
で
、【
４
１
８
，４
７
０
円
】
と

い
う
多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
た
め
の
環

境
浄
化
と
啓
発
活
動

＊
更
生
保
護
施
設
で
、
自
立
更
生

を
め
ざ
し
生
活
し
て
い
る
方
へ

の
激
励
、
援
助
活
動

＊
矯
正
施
設
で
、
社
会
復
帰
の

た
め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人

達
の
更
生
を
助
け
る
た
め
の
激

励
、
援
助
活
動

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の

花
植
え

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共

に
歩
ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会

を
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝

し
、
紙
上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

会
員
74
名
）
会
長　

福
島　

淳
子
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11
月
及
び
12
月
は
『
合
同
滞

納
整
理
強
化
月
間
』
で
す
。

「
1
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

入
ろ
う
。
労
働
保
険
」

11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
は
、

労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。

「海南税務署からのお知らせ」
「税を考える週間」〔11 月 11 日（日）～ 11 月 17 日（土）〕

テーマ：「税の役割と税務署の仕事」

○税の役割
　　国や地方公共団体は、国民の生活に欠かすことのできない公共サービスを提供するため、様々な行政活動を行ってお
り、その活動のために必要な経費を賄う財源が「税金」です。

　　国税庁では、この納税義務の履行を適正かつ円滑に実現するために、様々な取組を行っています。
○ ICT 化を通じた納税環境の整備
　　国税庁では、e-Tax や確定申告書等作成コーナーの改善のほか、国税庁ホームページにより、納税者が適正に申告・
納税が行えるよう納税の意義や税法の知識、手続等について様々な情報提供を行っています。

○国際的な取引への対応
　　国税庁では、国際的な取引への対応として、国際的租税回避への対応をはじめとした適正・公平な課税の実現のため
の取組や、国際的な二重課税の防止等のための相互協議、租税条約に基づく情報交換を行っています。

○国税庁への要望等をお寄せください！
　　国税庁ホームページの「税の役割と税務署の仕事」紹介コンテンツに、広く国民の皆様から
　「国税庁に対する要望」等をお聴きするためのアンケートの窓口を開設します。
☆国税庁ホームページ　～ http://www.nta.go.jp ～
■問い合わせ：海南税務署（電話073-482-0900）

町
税
の
納
付
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。
税
収
確
保
及
び
納
期
内

に
納
税
い
た
だ
い
た
方
と
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
、
紀
美
野
町
、

和
歌
山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税
回

収
機
構
で
は
、
11
月
と
12
月
を
合

同
の
『
滞
納
整
理
強
化
月
間
』
と

し
て
、
滞
納
者
の
財
産
（
預
金
、

不
動
産
等
）
の
差
押
え
を
行
う
な

ど
、
合
同
で
滞
納
整
理
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
、
役
場
又
は
金
融

機
関
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
何
ら
か
の
事
情
で
納
付

で
き
な
い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
税
務
課
ま
で
お
越
し
い

た
だ
き
納
税
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
昼
間
仕
事

の
都
合
等
の
理
由
で
役
場
へ
来
庁

で
き
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
電
話

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
が

納
税
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

延
滞
金

納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
納
期
限

の
翌
日
か
ら
本
税
が
全
て
納
付
さ

れ
る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応

じ
、
年
率
14.6
％
の
割
合
で
計
算
さ

れ
た
延
滞
金
を
、
本
税
、
督
促
手

数
料
と
共
に
納
付
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
納
期

限
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
町
役
場　

税
務
課　

☎
４
８
９
‐
５
９
０
５
（
直
通
）

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
労
働

保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険（
一
般
に「
労
災
保
険
」と
い
う
。）

と
雇
用
保
険
と
の
総
称
で
、
保
険

給
付
は
各
保
険
制
度
で
別
に
行
わ

れ
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収
等
に

つ
い
て
は
、
原
則
的
に
一
体
の
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
き
、労
働
者
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
を
一
人

で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、
す

べ
て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
成
立
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
な
ど
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
和
歌
山
労
働
局
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
労
働
基
準
監
督
署

　

和
歌
山
・
℡
０
７
３
‐
４
８
８

‐
１
２
０
２　
　

●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安

定
所
）

　

海
南
・
℡
０
７
３
‐
４
８
３
‐

８
６
０
９

●紀州漆器まつり・家庭用品まつりへの参加
　日程：11月３日（土）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●紀美野町農林商工まつりへの参加
　日程：11月25日（日）
　内容：海南納税協会が税金コーナーを設けてＰＲ

●小学生の税の習字展（優秀作品 10 点）
　日程：11月16日～11月 26日
　　　　９時30分～18時
　場所：海南駅構内海南市物産観光センター

● e-Tax をはじめよう！～国税電子申告・納税システム～
　国税に関する各種手続
　１　所得税、贈与税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告
　２　全税目の納税
　３　申請、届出等
　が自宅やオフィスからインターネットを通じて行えます。特に、
源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・納付など、利用回
数の多い手続きには大変便利です。

　　なお、e-Tax を始めるには、事前に IC カードリーダライタ
（家電量販店やインターネット販売などで購入できます。）と電
子証明書の準備が必要です。

　国税庁では、毎年 11 月 11 日から 17 日を「税を考える週間」と定め、国民の皆様に税の意義や役割、税務行政の現
状について考えていただくため、様々な広報広聴活動を行っています。
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平
成
24
年
９
月
13
日
、
紀
美
野

町
下
佐
々
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
ラ
フ
ェ
ス
タ
紀
美
野
に
野
上

第
二
保
育
所
の
年
中
・
年
長
児
17

名
が
遊
び
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

か
わ
い
い
お
客
さ
ま
に
入
居
さ
れ

て
い
る
高
齢
者
か
ら
は
「
よ
う

き
て
く
れ
た
な
ー
」「
か
え
ら
し

な
ぁ
ー
」
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。

10
月
１
日
、
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
第
14
回

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、

80
人
の
会
員
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会　

開
か
れ
る
!!

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

主
催

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

だ
よ
り

９
月
29
日
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大

阪
に
て
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
が

行
わ
れ
、
き
み
の
定
住
を
支
援
す

る
会
で
は
、
移
住
相
談
、
合
同
セ

ミ
ナ
ー
企
画
に
参
加
し
ま
し
た
。

田
舎
で
暮
ら
し
た
い
方
の
真
剣

さ
、
受
け
入
れ
側
の
熱
意
で
賑
わ

う
会
場
で
、
合
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

移
住
者
の
方
に
紀
美
野
町
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
、

紀
美
野
町
の
移
住
相
談
ブ
ー
ス
で

は
、10
組
近
い
一
般
参
加
者
の
方
々

に
熱
心
に
ご
相
談
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

移
住
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
共
に
、

い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の

方
と
の
ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
定
住
支
援
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

上位入賞者の皆さん（ゲートゴルフ）

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、10
月
の
全
国
一
斉「
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及

啓
発
促
進
月
間
の
一
環
と
し
て
、

10
月
16
日
（
火
）
に
町
内
各
保
育

所
の
花
壇
の
清
掃
や
花
の
植
え
付

け
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

町
内
の
保
育
所
な
ど
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 園内の草刈りをする会員（野上第 2 保育所で）

ラ
フ
ェ
ス
タ
紀
美
野
に
か
わ
い
い

お
客
さ
ま
が
き
ま
し
た
！

歌
や
早
口
こ
と
ば
、
紙
芝
居
を

一
緒
に
楽
し
ん
だ
後
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
覚
え
た
て
の
ひ
ら
が

な
で
一
生
懸
命
読
む
姿
に
、
思
わ

ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
げ
ん
こ

つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
で
じ
ゃ
ん
け

ん
。
負
け
る
と
肩
を
た
た
い
て
く

れ
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
が
得

意
な
折
り
紙
を
折
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
。「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く

れ
ま
し
た
。

高
齢
者
と
触
れ
合
う
機
会
が
少

な
い
昨
今
。
こ
ん
な
交
流
が
紀
美

野
町
に
広
ま
っ
て
い
け
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
施
設
で
は

「
地
域
の
方
々
の
訪
問
を
大
歓
迎

し
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
す
。

保
健
福
祉
課
で
は
交
流
の
場
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
11
日
に
は
、
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場

で
第
７
回
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
57
人
の

方
々
が
秋
晴
れ
の
も
と
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

【男性】	 　　　　　　（地区名）
優　勝	 中家　忠詞（下神野）	 41
準優勝	 萩　　圭弘（下神野）	 46
３　位	 吉田　頴弘（長谷毛原）	 49
【女性】
優　勝	 福岡　規子（長谷毛原）	 43
準優勝	 橘本　陽子（長谷毛原）	 44
３　位	 妹背トミコ（下神野）	 47

ゲートゴルフチャンピオン大会の結果
数字はスコアです。（敬称略）

こ
の
日
は
、
会
員
52
人
が
５
班

に
分
か
れ
、
第
一
保
育
所
ほ
か

３
保
育
所
で
花
壇
の
清
掃
と
パ
ン

ジ
ー
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
植
え
付

け
、
園
内
の
草
刈
り
を
行
い
、
ま

た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
通
じ
る
歩

道
の
除
草
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
す
。
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お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：11月12日（月） ・26日（月）　℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：11月 6日（火） ・20日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：11月 7日（水） ・21日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：11月14日（水） ・28日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　11月 6日（火）9：30～ 11：30　子育て支援センター（お散歩）
　○カンガルー　　11月20日（火）9：30～ 11：00　子育て支援センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 毎週　月曜日～金曜日　（10：00～ 12：00・13：00～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 11月12日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　 11月26日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２，４週の木曜日　（9：30～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 11月８日（木）は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

保健センターだより
平成24年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

◎四種混合　接種医療機関

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

11月12日（月）　　９：３０～１０：３０
11月26日（月）　　９：３０～１０：３０

エイズ検査 エイズの各種相談 11月12日（月）　　９：３０～１０：３０
11月26日（月）　　９：３０～１０：３０

検便 11月12日（月）　　９：３０～１０：３０
11月26日（月）　　９：３０～１０：３０

こころの健康相談
心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

11月14日（水）　　９：００～
11月28日（水）　１３：３０～

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

11月26日（月）　１０：３０～１１：３０
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　　９：００～１７：００

11月より四種混合ワクチンが
始まります
◎これまでの三種混合に不活化ポリオを合わせたワクチンです。
　百日せき、ジフテリア、破傷風およびポリオを予防するワクチ
ンです。
　対象者　3ヶ月～7歳半未満
　　　　　※すでにポリオまたは三種混合を受けた児は除きます。
　　　　　※平成24年 8月生まれ以降の児については個人通知

でお知らせします。
　接種回数　（初回）20～56日の間隔で3回接種
　　　　　　（追加）初回終了後1年開けて1回接種。
※24年 8月より以前に生まれた児で、11月までに三種混合と
ポリオのどちらも未接種の方は、四種混合に差し替えますので
保健福祉課までご連絡ください。

※上記以外の医療機関で接種を希望される場合は、保健福祉課に
事前申請が必要で、平成25年3月までは医療機関と調整の上、
立て替え払いになります。

◎問い合わせ　　保健福祉課　℡４８９−９９６０

医療機関名 住　所 電　話
岩橋医院きみの
ファミリークリニック 下佐々268 489− 2150

田伏医院 下佐々693− 1 489− 5500
谷田クリニック 小畑668−１ 489− 6800
にしもと内科クリニック 吉野46−2 489− 8338
小馬場医院 （樋下）
　　　　　　（長谷宮）

樋下14
長谷宮565

495− 2012
499− 0002

国吉診療所 田63 498− 0002
長谷毛原診療所 毛原宮254− 4 499− 0300
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

★★今年度、健診をまだ、受けられていない方は医療機関にて早目にお受けください★★
○医療機関健診については、4月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。
○国保　特定健康診査は受診有効期限が 12 月 21 日までとなっていますので、ご注意下さい。
○【健診内容】
　・国保　特定健康診査（　血液検査・血圧・心電図・尿検査・身体計測・医師による診察）
　・がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・子宮がん・乳がん）
○【健診対象者・費用】

　・国保特定健診対象者　：　40−74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　・各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

『介護予防』⑥

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相
談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからな
い」など、障がいのある人や保護者、
　介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護
のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所まで
ご連絡ください。

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月日・場所・時間

精神障がいの方・
家族の方

11月6日（火）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

予
約
先

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

11月21日（水）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

予
約
先

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

健康相談のお知らせ（11 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降） ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　
　　　　 紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　7 日、14 日、21 日、28 日
■時　間：午前９時～ 11 時　
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談
　　　　　・離乳食の相談
　　　　　・健診結果の相談　等

　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、
今後のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に
応じますので、お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、
必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定も
おこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●高齢期は低栄養に要注意！
　高齢期になると、あまり空腹感を覚えず、食が細くなり、欠食しがちになって、低栄養になりやすくなります。活動的な生活を送るためには、たんぱ
く質とエネルギーが主体の食事を十分にとることが必要です。高齢期の低栄養とは、このたんぱく質とエネルギーが欠乏した状態をいいます。低栄養に
なると、血中アルブミン値（たんぱく質の一種）が低くなったり、体脂肪が減ったり、体重が減少したりします。こうした状態では、体の老化が加速して、
筋力や抵抗力が低下し、病気になりやすくなります。

おいしく楽しく、そしてバランスよく食べましょう

○集団健康診査は今年度、終了しました

● 10 食品群をまんべんなく食べましょう
■10食品群のチェック表
その日に食べたものをチェック（各１点）
□肉類　　　□魚介類　□牛乳　　□卵
□油脂類　　□大豆・大豆製品　　□淡色・緑黄色野菜・海草
□イモ類　　□果物　　□ごはん

合計点
　０～３点　　栄養素が足りません！
　４～８点　　あとひと頑張り！
　９～１０点　優秀！

元気で長生きするための食生活 10 ポイント
①バランスよく1日3食とり、欠食は避ける
②油脂類の摂取が不足しないように注意する
③動物性たんぱく質を十分にとる
④肉と魚の摂取は1対1程度になるようにする
⑤牛乳は毎日200ml 以上飲むようにする
⑥野菜は緑黄色野菜や根菜類など豊富な種類を毎日食べる
⑦家族や友人などと会食の機会を増やす
⑧食欲がない時はおかずを先に食べるようにする
⑨酢、香辛料、香味野菜を効果的に使い食塩をとり過ぎない
⑩和風、中華、洋風とさまざまな料理を取り入れる
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住
民
基
本
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ネ
ッ
ト
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シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
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、
住
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シ
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を
利
用
し
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て
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サ
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ビ
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が
次
の
日
程
で
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ま
せ
ん
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ご
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惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
休
止
日
〉

平
成
24
年
12
月
25
日
（
火
）
～
平

成
24
年
12
月
27
日
（
木
）
終
日

〈
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
〉

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

・
公
的
個
人
認
証

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

・
転
出
・
転
入
の
特
例
手
続
き　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
一
時
休
止
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
・
募
集

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

■
イ
ベ
ン
ト　

和
歌
山
「
介
護
の

日
」
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
２

■
日　
　

時　

11
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

■
場　
　

所　

パ
ー
ム
シ
テ
ィ
和

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
1月 1日から12月 31日までに納付した保険料が対
象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したこ
とを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成 24年 1月 1日から 9月 30日ま
での間に国民年金保険料を納付された方については、
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年
１１月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領
収証書）を添付してください。
　また、10月 1日から 12月 31日までの間に今年
はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告し
てください。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」について
のご照会は、控除証明書のはがきに表示されている番
号にお問い合わせください。

歌
山
店
（
和
歌
山
市
中
野
31
‐
１
）

■
内　
　

容　

福
祉
用
具
の
展
示

及
び
介
護
相
談
、
介
護
実
践
、

基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

　
「
福
祉
の
仕
事
」
写
真
の
展
示
、

保
育
園
児
の
絵
画
展
、
介
護
食

の
試
食
展
示
、

　
「
サ
ー
ラ
」
の
歌
・
踊
り
、「
す

み
た
に
」
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ

■
入 

場 

料　

無
料
（
事
前
の
申

込
み
は
不
要
）

「
わ
か
や
ま
『
介
護
の
日
』
イ
ベ
ン

ト
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

な
ど

※
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
な
い
サ
ー

ビ
ス
は
、
通
常
通
り
ご
利
用
で

き
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
は
受
付
可
能
で

す
が
、
カ
ー
ド
発
行
は
平
成
25

年
１
月
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
（
℡
４
８
９
‐
５
９
２
０
）

控除証明書専用ダイヤル
（平成 24 年 11 月 1 日～平成 25 年 3 月 15 日）
℡0570－ 070－ 117（ナビダイヤル）
050または070から始まる電話でおかけになる場合は
℡03－ 6700－ 1130
＊ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる
場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用い
ただけます。ただし、一般の固定電話以外（携帯電
話等）からおかけになる場合は通常の通話料金がか
かります。
＊℡03－ 6700－ 1130の電話番号におかけにな
る場合は、通常の通話料金がかかります。

防災行政無線を用いた全国
一斉の緊急情報の伝達試験
平成 24 年 11 月 21 日 ( 水 )
10 時ごろ と 10 時 30 分ごろの
2 回実施します
　紀美野町では、地震や武力攻撃などの
災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ

ジェイ

-
・ ア ラ ー ト

ALERT）( ※ ) から送られてくる国から
の緊急情報を、防災行政無線を用いて確
実に皆様へお伝えするため、町内で緊急
情報伝達手段の試験を行います。
　紀美野町が当日実施する試験は次のと
おりです。

■情報伝達手段
　防災行政無線の放送
■内容
　町内に設置してある防災行政無線から、
次の放送内容が放送されます。

放送内容
　「これは、試験放送です」　３回繰返し
＋「こちらは、紀美野町役場です。」
＋ 防災行政無線チャイム
注）紀美野町以外の地域でも、全国的に
様々な情報伝達手段で試験が実施さ
れます。

（※） Ｊ -ALERT（ジェイ・アラート )とは、
地震・津波や武力攻撃などの災害時
に国から送られてくる緊急情報を人
工衛星などを活用して瞬時に情報伝
達するシステムです。

問い合わせ　総務課特別対策室
　　　　　　℡ ４８９—５９１２

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
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平成25年度
保育所入所手続きのお知らせ

■対象児　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育に欠け集
団保育可能な児童。入所日において満2歳以上であること。（但し、
野上第1保育所・神野保育所は満1歳以上なら可）
　※誕生日の翌月より入所可能となっております。
■入所申込手続き
　　新規に入所を申し込まれる方は、入所申請書に必要事項を記入
後、添付書類と共に、保健福祉課（総合福祉センター）または、
住民室（美里支所）に提出してください。
　　なお、入所申請書は上記申込場所に備え付けています。
　　また年度途中から入所を希望される方も必ず手続きをしておい
てください。入所の手続きをしていない場合は、希望にそえない
こともあります。
　　現在通所し、引き続いて入所される場合は、保育所で入所希望
調書を受け取り、受付期間内に各保育所に提出してください。
　　なお、保育料については年度当初の年齢で計算します。
■町内保育所
　野上第1保育所　紀美野町動木156番地　　　℡489－ 2144
　野上第2保育所　紀美野町下佐々1363番地　 ℡489－ 4953
　神野保育所　　　紀美野町神野市場78番地　　℡495－ 2049
　毛原保育所　　　紀美野町毛原宮204番地　　℡499－ 0131
■保育時間
　（通常保育）　平　日　　午前8時30分～午後　4時30分
　　　　　　　土　曜　　午前8時30分～午前11時30分
　（延長保育：野上第1保育所・神野保育所のみ）
　　　　　　　平　日　　午前7時00分～午後　7時00分
　　　　　　　土　曜　　午前7時00分～午後　1時00分
■受付期間　平成24年11月 1日（木）～11月30日（金）
　　詳しくは、紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡489
－ 9960）または美里支所住民室（℡495－ 3464）にお問い
合せください。

『防衛省からのお知らせ』

２　自衛官候補生（男子）の受付（任期制自衛官を養成するコースです。）
　（1）応募資格　18歳以上27歳未満　（2）受付期間　年間を通じて受け付けています。
　（3）試 験 日　決まり次第お知らせします。
　＊お問い合せ先
　　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　〒649− 0316　和歌山県有田市宮崎町106− 2
　　ＴＥＬ ：0737− 82− 6631　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

■
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・
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集
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５
０
，０
０
０
円

　

※
手
当
は
、
上
記
及
び
賞
与
有

■
勤
務
時
間

　

早
出
・
日
勤
・
遅
出
・
夜
勤
（
介

護
職
）・
土
日
、
祝
祭
日
勤
務

が
可
能
な
人

■
待　

遇

　

各
種
社
会
保
険
完
備
、
退
職
金

制
度
有
、昇
給
制
度
有
（
介
護
・

調
理
職
員
は
資
格
に
伴
う
援
助

制
度
有
）

■
応　

募

　

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
持
参
下
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１　

海
草

郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８

番
地
７　

海
南
海
草
老
人
福
祉

施
設
事
務
組
合　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園 

事
務

局
（
℡ 

４
８
９
‐
３
６
３
１
）

１　高等工科学校生徒の受付
募集種目  陸上自衛隊高等工科学校生徒
区　　分 推　　　薦 一　　　般
募集人員   約 60名  約 260名 ( 参考：平成23年度 )
応募資格 15歳以上17歳未満の男子で中学校卒業者又は中等教育学校の前期課程修了者（平成25年4月1日現在）
受付期間 平成24年11月1日（木）～平成24年12月7日（金）平成24年11月1日（木）～平成25年1月7日（月）

試験期日
平成25年1月12日（土）から 
同年1月14日（月）までの間の指定する1日

（第１次試験）平成25年1月19日（土）
（第２次試験）平成25年 2月 2日（土）から5日（火）
　　　　　　 までの間の指定する1日

合格発表  平成25年 1月18日（金）
（第１次試験）平成25年1月28日（月）
（最終合格）　 平成25年2月22日（金）

試験会場  陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市）
(第１次試験 )英数学館
(第２次試験 )陸上自衛隊信太山駐屯地

平成25年度保育所入所児童を募集します。



2012.11 10

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

第
７
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ

ン
大
会
申
し
込
み
は
、
11
月
９
日

（
金
）
必
着
で
す
。
お
早
め
に
!!

12
月
２
日
（
日
）

午
後
３
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

　

前
売　

２
，５
０
０
円

　

当
日　

３
，０
０
０
円

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野
町
教
育

委
員
会　

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

「
人
権
研
修
講
座
」

ミ
ネ
ハ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

～
未
来
～

 

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
言
葉

で
ミ
ネ
は
水
、
ハ
ハ
は
微
笑
み
の
意

味
。
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
の
女
王
と
し
て
３
，

０
０
０
曲
以
上
の

Ｃ
Ｍ
、
２
，４
０
０

曲
の
バ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ラ
ス
、
年
間

90
本
近
く
の
コ
ン

サ
ー
ト
。

　

全
国
各
地
で
い
の

ち
の
つ
な
が
り
を
歌

に
た
く
し
て
伝
え
て

き
ま
し
た
。
圧
倒
的

な
歌
唱
力
が
聴
く
人

の
心
に
沁
み
て
き
ま

す
。
３
・
11
以
降
、

■
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時

開
会

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園
、
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
周
辺

■
参
加
費

　

小
中
高
生
１
，０
０
０
円
（
町
内
在

住
の
小
中
学
生
５
０
０
円
）、
一
般
・

親
子
ペ
ア
２
，５
０
０
円
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
５
０
０
円
（
一
律
）

  

訂
正

　

10
月
号
で
津
軽
三
味
線
コ
ン

サ
ー
ト
奏
者
の
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
木
乃
下

真
市
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、　

役
場
美
里
支
所
、
小
川
・
志
賀
野
・

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
販
売
は
各
施
設
の
開
館
時
間
中
で

す
。

※
前
売
が
完
売
の
場
合
、
当
日
券
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

ミ
ネ
ハ
ハ
の
歌
を
被
災
地
に
届
け
た
い

と
願
う
全
国
各
地
の
支
援
者
の
ご
協
力

で
東
北
・
福
島
の
被
災
地
、
そ
の
他
の

地
域
で
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野
地
区

公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
役
場
美

里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
真

国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
配
布
は
11
月
７
日
（
水
）
よ
り
各
施

設
の
開
館
時
間
中
で
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
東
野

上
ブ
ロ
ッ
ク

■
協
力　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
門
学
校

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

秋
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
の

ご
案
内

■
日
時　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所　

中
央
公
民
館　

２
階
和
室
研

修
室

■
申
し
込
み
締
切　

11
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
。

■
参
加
者　

ど
な
た
で
も
（
プ
ロ
を
除

く
）

■
参
加
費
（
昼
食
費
込
み
、当
日
徴
収
）

　

囲
碁
の
部　

１
，５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，０
０
０
円

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、
飛
び

賞
及
び
参
加
賞

■
備
考　

囲
碁
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
５
回

戦
、
将
棋
は
総
平
手
戦
。
申
し
込
み

多
数
の
時
、分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

　

囲
碁
・
将
棋
部

　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
～
５
日
（
月
）

は
、
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
中
央
公
民
館

　
（
展
示
会
・
茶
席
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
展
示
会
・
児
童
生
徒
発
表
会
・
芸

能
大
会
・
天
文
教
室
・
茶
席
）

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

第
７
回
紀
美
野
町
文
化
祭

12
月
9
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
開
演（30

分
前
開
場
）

会
場　

中
央
公
民
館
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■
中
央
公
民
館

　

7
日　
長
な
わ
・
ゴ
ム
と
び
で
遊
ぼ
う

　

14
日　

木
の
実
で
工
作

　

21
日　

お
は
な
し
会

　

28
日　

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

7
日　

お
は
な
し
会

　

14
日　

ミ
ニ
運
動
会

　

21
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

28
日　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

髙
木　

日
夏
里
（
第
一
保
）

　
　

向
江　

望
（
第
一
保
）

【
五
百
冊
】

　
　

岡
本　

知
紘
（
第
一
保
）

【
九
百
冊
】

　
　

森
谷　

澄
花
（
下
小
６
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
水
の
か
た
ち
」　　

宮
本
輝
・
著

「
微
笑
む
人
」　　

貫
井
徳
郎
・
著

「
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
庭
」

　
　
　
　
　
　

大
島
真
寿
美
・
著

「
の
ん
び
り
走
れ
ば
脳
が
め
ざ
め
る
！
」

　
　
　

リ
ュ
ウ
サ
キ
タ
ツ
ヤ
・
著

「
か
ぎ
針
編
み
の
教
科
書
ビ
ギ

ナ
ー
ズ
」　 　
　
　

松
村
忍
・
著

「
月
の
満
ち
か
け
絵
本
」

　
　
　
　
　
　
　

大
枝
史
郎
・
著

「
し
ん
か
ん
く
ん
と
あ
か
ち
ゃ
ん

た
ち
」　　
　
　
　

の
ぶ
み
・
著

「
が
っ
こ
う
に
ん
じ
ゃ
え
び
て
ん

く
ん
」　

　
　
　
　

む
ら
や
ま
し
い
こ
・
著

図
書
室
だ
よ
り

地域サロン（グリーンクラブ）のみなさんと楽しく
絵手紙を描きました。

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
は
、
平
成

24
年
11
月
15
日
か
ら
平
成
25
年
2
月

28
日
（
完
成
予
定
）
ま
で
の
約
4
か

月
間
、
耐
震
補
強
工
事
の
た
め
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

耐
震
補
強
工
事
の
お
知
ら
せ

第
７
回
小
川
地
区
公
民
館

作
品
展
示
会

　

11
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
の

２
日
間
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
小
川
地

区
公
民
館
に
て
作
品
展
示
を
開
催
し
ま

す
。

　

館
内
い
っ
ぱ
い
の
展
示
物
、人
形
劇
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
茶
席
、
カ
ラ

オ
ケ
、
料
理
の
試
食
や
お
持
ち
帰
り
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　

人
権
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

各
種
団
体
研
修
及
び
一
般
の
皆
さ
ま

に
中
央
公
民
館
図
書
室
に
て
貸
出
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
て
ぃ
だ
か
ん
か
ん
～
海
と
サ
ン
ゴ
と

小
さ
な
奇
跡
～　
（
よ
し
も
と
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
１
２
０
分
）

　

世
界
初
「
サ
ン
ゴ
礁
再
生
」
の
奇
跡

に
向
か
っ
て
、
夢
を
追
い
か
け
た
感
動

の
実
話
。

「
津
波
の
日
」
の
ミ
ニ
講
演
と

読
み
き
か
せ
！

　

11
月
５
日
は
濱
口
梧
陵
の
「
稲
む
ら

の
火
」
の
故
事
と
し
て
語
り
継
が
れ
、

津
波
対
策
の
法
律
と
「
津
波
防
災
の

日
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た 

。
今
回
の

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
野
上
中

学
校
本
部
で
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ほ
ん
の
森
」
と
一
緒
に
、
こ
の
稲

村
の
火
の
ご
本
家
と
も
言
え
る
広
川
町

語
り
べ
サ
ー
ク
ル
に
お
越
し
い
た
だ
い

て
「
稲
村
の
火
に
学
ぶ
防
災
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
し
を
聞
き
ま
す
。合
わ
せ
て
、

語
り
べ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る「
稲
村
の
火
」

の
大
型
絵
本
や
地
元
読
み
き
か
せ
の
会

「
ほ
た
る
」
さ
ん
に
よ
る
災
害
関
連
の

読
み
き
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

山
間
の
町
で
あ
る
紀
美
野
町
と
津
波

と
は
、
一
見
直
接
つ
な
が
ら
な
い
と
も

思
え
ま
す
が
「
危
機
意
識
」
や
「
備
え
」

と
い
う
点
で
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
28
年
の
二
八
水
害
な
ど
は
忘
れ

て
は
い
け
な
い
身
近
な
災
害
の
ひ
と
つ

で
、
お
年
寄
り
か
ら
若
者
や
孫
へ
、
親

か
ら
子
へ
、
語
り
継
ぐ
べ
き
災
害
の
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
「
稲
村

の
火
の
そ
の
後
」「
か
み
な
が
ひ
め
」

ほ
か
・
ミ
ニ
講
演
会
「
稲
村
の
火
に

学
ぶ
防
災
」（
講
師
…
崎
山
光
一
さ

ん
）・
大
型
絵
本
「
稲
村
の
火
」

■
主
催　

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
野
上
中

学
校
本
部

　
（
野
上
中
学
校
℡
４
８
９
‐

２
４
５
９
）

昨年の様子

「
知
っ
て
び
っ
く
り
！
日
本
の
歴

史
の
お
話
」

　
　
　
　
　
　
　

学
研
教
育
出
版

「
お
べ
ん
と
う
を
つ
く
ろ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　

五
味
恭
子
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
空
飛
ぶ
広
報
室
」　

　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩
・
著

「
ダ
ン
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ド
ラ
ゴ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　

村
山
由
佳
・
著

「
清
須
会
議
」　　

三
谷
幸
喜
・
著

「
子
ど
も
と
楽
し
む
山
歩
き
」

　
　
　
　
　
　
　

上
田
泰
正
・
著

「
魔
法
の
塩
切
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
レ

シ
ピ
」　　
　
　
　

林
幸
子
・
著

「
ね
こ
の
手
か
し
ま
す
～
た
こ
や

き
の
ま
き
～
」

　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎
・
著

「
シ
ー
ル
の
か
く
れ
ん
ぼ
」

　
　
　
　
　
　

定
岡
フ
ミ
ヤ
・
著

「
い
ぬ
の
お
し
り
の
だ
い
じ
け
ん
」

　

ピ
ー
タ
ー･

ベ
ン
ト
リ
ー
・
著

「
ふ
し
ぎ
が
い
っ
ぱ
い
！
い
の
ち

の
図
鑑
」　

室
伏
き
み
子
（
監
修
）

ほ
か

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
だ
よ
り
○
し
あ
わ
せ
家
族
計
画

　
（
松
竹
・
１
０
０
分
）

　

史
上
最
低
の
ダ
メ
パ
パ
は
、
あ
る
日

突
然
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
た
。
懐
か
し
の

テ
レ
ビ
番
組
を
モ
チ
ー
フ
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
。

○
60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

　
（
松
竹
・
１
０
０
分
）

　
「
ご
め
ん
」「
あ
り
が
と
う
」
ず
っ
と

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
言
葉
を
今
、
あ
な

た
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

第
１
回
吉
野
地
区
文
化
祭

■
日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時

■
場
所　

吉
野
児
童
館

■
主
催　

吉
野
カ
イ
ン
ド
ク
ラ
ブ

■
問
い
合
わ
せ　

　

森
田
℡
４
８
９
‐
３
１
９
２

　

後
呂
℡
４
８
９
‐
４
５
７
６

　

新
谷
℡
４
８
９
‐
４
６
４
８

■
出
品
希
望　

11
月
20
日
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
の
い
ず
れ
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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　私たちは、野上小学校体育館で週 2日、楽し
く練習をしています。部員は野上小学校 2年生
～ 6年生の 6名と和歌山市の 2年生 1名の 7名
です。少ない人数ですが、みんな仲良く一生懸
命に練習に取り組んでいます。小学生のみなさ
ん、私たちと一緒にバスケットを始めてみませ
んか？興味が
ある方は、見
学 だ け で も
OK な の で、
いつでも練習
に来てくださ
い！

─ わが町サークル ─
「kimino ミニバスケットボール」

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十
六

柿
の
お
は
な
し

■活 動 場 所　野上小学校体育館
■日　　　時　水曜日 19 時 15 分～ 21 時
　　　　　　　土曜日 13 時～ 15 時
■問い合わせ　中央公民館

秋
晴
れ
の
中
、
紀
美
野
町
を
満
喫

海
草
有
田
文
化
交
流
会

通
学
合
宿
が
無
事
に
終
了
★
☆

10
月
４
日
海
草
（
海
南
市
・
紀

美
野
町
）
有
田
（
有
田
市
・
有
田

川
町
・
湯
浅
町
・
日
高
川
町
）
地

方
の
文
化
協
会
が
紀
美
野
町
に
集

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
毎
年
持
ち
回
り

で
文
化
交
流
、
芸
能
交
流
を
交
互

に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
紀
美
野

町
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

か
じ
か
荘
で
は
各
地
の
活
動
を

発
表
し
、
情
報
交
換
を
行
い
、
ま

た
、
近
く
開
催
さ
れ
る
事
業
宣
伝

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
、
そ
の
後

天
文
台
を
訪
れ
、
矢
動
丸
天
文
台

長
か
ら
今
年
の
金
環
日
食
の
映

像
、
望
遠
鏡
で
の
観
測
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
、
立
体
映
像
の
鑑
賞
を

行
い
ま
し
た
。

屋
外
で
は
初
秋
の
長
峯
山
系
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
和
気
藹
々
の

中
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

10
月
17
日
～
19
日
に
中
央
公
民

館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
通
学

合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
２
ヶ
所
合
わ
せ
て
36
名

の
児
童
が
参
加
し
、
普
段
自
分
で

す
る
機
会
が
少
な
い
事
を
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
た
更
生
保

護
女
性
会
や
和
歌
山
大
学
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
風
呂
は

地
域
の
方
々
に
も
ら
い
湯
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
交
流
も
で
き
ま
し

た
。

《
通
学
合
宿
参
加
者
の
感
想
》

通
学
合
宿

で
は
、
普
段

話
す
機
会
が

な
い
地
域
の

方
々
と
料
理

や
も
ら
い
湯

を
通
し
て
交

流
で
き
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。で
も
、

自
分
た
ち
で
生
活
を
す
る
の
は
、

と
て
も
大
変
で
し
た
。
家
族
の
人

が
毎
日
し
て
い
る
と
考
え
る
と
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
手
伝
お
う
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
参
加

し
た
い
で
す
。

美
里
産
の
柿
と
い
え
ば
有
名
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
農
林
商
工
祭
り

に
お
い
て
は
柿
を
求
め
て
近
隣
市

町
村
か
ら
沢
山
の
方
々
が
来
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
が
旬
の
柿
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

柿
は
明
治
時
代
か
ら
下
神
野
村

の
特
産
品
で
し
た
。
野
中
、安
井
、

樋
下
に
は
、
ニ
タ
リ
柿
の
老
木
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
南
畑
、
上
神
野

村
の
大
角
、
三
尾
川
、
鎌
滝
周
辺

に
は
、
ホ
ン
デ
柿
、
ニ
シ
コ
ウ
リ

柿
の
老
木
が
あ
っ
て
お
正
月
用
の

串
柿
、
ま
た
は
、
渋
取
り
柿
に
用

い
た
も
の
で
す
。

明
治
時
代
に
は
一
荷（
約
48
㎏
）

ず
つ
担
い
で
海
南
市
日
方
ま
で
売

り
に
行
き
ま
し
た
。
大
正
４
年
に

日
方
か
ら
紀
伊
野
上
ま
で
電
車
が

通
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
問
屋

が
野
上
駅
ま
で
来
る
よ
う
に
な
り

り
他
か
ら
も
買
手
が
出
張
し
て
き

て
、
よ
く
売
れ
る
た
め
毎
日
運
ん

だ
も
の
で
す
。

そ
の
頃
は
、
甘
い
富
有
柿
は
未

だ
無
く
、
出
荷
し
た
の
は
、
主
に

ニ
タ
リ
柿
、
サ
ン
ペ
柿
、
サ
ト
柿
、

ゴ
シ
ョ
柿
で
し
た
。
同
じ
ニ
タ
リ

柿
で
も
、
出
荷
の
初
め
頃
は
、
小

川
村
の
福
井
地
区
の
柿
が
、
種
が

あ
っ
て
甘
か
っ
た
た
め
高
い
値
段

で
売
れ
ま
し
た
。
十
月
頃
に
な
っ

て
く
る
と
下
神
野
村
の
ニ
タ
リ
柿

を
酒
樽
に
詰
め
て
遠
方
へ
送
る
も

の
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
。
一
荷
金

２
円
以
内
で
、
白
米
は
一
荷
で
３

斗と

買
え
ま
し
た
。

大
正
12
年
の
春
に
ニ
タ
リ
柿
を

３
本
切
っ
て
富
有
柿
を
接
ぎ
、
大

正
14
年
に
ニ
タ
リ
柿
を
老
木
だ
け

残
し
、
若
木
を
す
べ
て
切
っ
て
富

有
柿
に
接
ぎ
変
え
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
落
葉
病
の
た
め
収
穫
前
に

青
ず
く
し
に
な
っ
て
落
ち
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
の
指
導

を
受
け
仲
間
と
共
に
消
毒
方
法
を

学
び
剪
定
や
栽
培
に
つ
い
て
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。

病
気
や
虫
の
つ
き
や
す
か
っ
た

富
有
柿
も
消
毒
す
る
こ
と
で
、
よ

く
結
実
す
る
よ
う
に
な
り
各
地
へ

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
柿
と
言
え
ば
「
富
有

柿
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
気
候
の
変
化
な
ど
に
よ

り
栽
培
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。秋

の
収
穫
時
に
は
生
産
者
の

方
々
の
長
年
の
努
力
を
今
一
度
思

い
起
こ
し
て
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
今
年
の
農
林
商
工
ま
つ
り
は
、

11
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
～

文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も
り

広
場
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
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法
皇
の
手
判
と
吾
が
掌
爽
や
か
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

い
つ
か
ら
か
お
袋
と
呼
び
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

哲
夫

落
鮎
や
両
岸
に
鷺
一
羽
づ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

新
米
を
炊
く
炊
飯
器
買
ひ
替
へ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

立
ち
姿
誰
に
も
負
け
ぬ
藤
袴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

袋
入
り
飴
を
分
け
つ
つ
夜
な
べ
せ
り　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

秋
天
や
フ
ィ
ー
ル
ド
に
土
運
び
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

や
や
寒
や
捨
て
ら
れ
ず
あ
る
紙
袋　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

髭
剃
り
て
ど
こ
へ
も
行
か
ぬ
秋
思
か
な　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

猪
垣
の
途
切
れ
途
切
れ
に
過
疎
の
村　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

回
重
ね
教
わ
り
給
う
ご
詠
歌
の

　
　
　
　
　

奥
の
深
き
に
道
は
遠
け
り　
　
　
　
　
　
　

福
嶋
喜
代

手
を
あ
げ
て
合
図
を
す
れ
ば
噴
霧
す
る

　
　
　
　
　

柿
畑
煙
り
夫
の
影
消
ゆ　
　
　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

い
た
ず
ら
を
叱
ら
れ
た
子
の
さ
ま
に
似
て

　
　
　
　
　

お
じ
ぎ
草
と
う
花
は
い
じ
ら
し　
　
　
　
　

寺
岡
幸
子

猛
暑
去
り
窓
辺
の
風
も
涼
を
呼
び

　
　
　
　
　

待
ち
焦
が
れ
い
し
季
節
が
巡
る　
　
　
　
　

森
下
玉
子

木
の
葉
よ
り
ふ
た
ひ
ら
の
蝶
舞
い
の
ぼ
り

　
　
　
　
　

も
つ
れ
も
つ
れ
て
高
く
飛
び
去
る　
　
　
　

奥
ふ
み
代

「
竜
王
水
マ
マ
に
持
っ
て
帰
り
た
い
」

　
　
　
　
　

手
で
水
掬
う
幼
お
さ
な
の
笑
顔　
　
　
　
　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

北
の
窓
開
き
て
ミ
シ
ン
掛
け
お
れ
ば

　
　
　
　
　

金
木
犀
が
ほ
の
か
に
匂
う　
　
　
　
　
　
　

段
木
幸
代

白
く
乾
き
し
土
用
さ
な
か
の
庭
に
出
で

　
　
　
　
　

こ
の
世
見
し
蝉
梢
に
鳴
か
む　
　
　
　
　
　

山
本
綾
子

淡
白
な
食
事
に
足
れ
る
こ
の
ご
ろ
よ

　
　
　
　
　

小
さ
な
雀
小
さ
な
つ
ば
さ　
　
　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

10 月からみさと天文台での研修を始めました田
村和弘です。昨年度までは海南市立中野上小学校
に勤務していました。天文については全くの初心
者ですが、みさと天文台から見える満天の星に触
れる中で、宇宙の神秘さに魅了されていた小中学
生の頃の気持ちが蘇ってきました。研修を通じて
「宇宙の果てはどうなっているのか」や「宇宙には
どれほどの星が存在しているのか」など、自分な
りの素朴な疑問に対する答えが少しでもわかるよ
うになるといいなと思っています。この研修を有
意義なものにするために、一日一日を大切にし前
向きな姿勢で取り組みたいと思います。不慣れな
点も多々ありご迷惑をおかけすることがあるかも
わかりませんが、観望会等で皆様の期待に応えら
れるようなお話ができるよう、またいろいろな質
問にも答えられるよう、頑張りたいと思います。
半年間という期間ですが、どうぞよろしくお願い
いたします。

台風による警報発令のため一日延期となりまし
たが、10月１日に下神野小学校と神野保育所の合
同運動会を開催することができました。雲間から時
折太陽が顔を見せたり、途中で雨が降ったりしまし
たが、無事に全プログラムを終えることができまし
た。月曜実施にもかかわらず、大勢の保護者や地域
の皆様の応援を受け、子どもたちは精一杯の演技を
していました。
保育所の園児によるかわいいダンスや踊りに、小
学生も温かい拍手を送っていました。何回も練習を
重ねた小学生の応援合戦、雨の中踊りきった低学年
の南中ソーラン、一人ひとりが自分の役割を果たし
て仕上げた高学年全員のピラミッド（組体操）など、
本番では最高の力を発揮できたように思います。競
技後の子どもたちの顔は、最後までやり遂げた満足
感に満ちあふれているようでした。

天文台だより
「みさと天文台で、宇宙に触れて」

研修生　田村和弘

学校だより
「運動会を終えて」

紀美野町立下神野小学校

歌　

の　

小　

道
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火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
（
金
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

9月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 31（１） 31（１）
一 般 負 傷 10（　） 10（　）
交 通 事 故 2（１） 2（１）
そ の 他 6（　） 6（　）
合 計 49（２） 49（２）

平
成
24
年
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
実
施

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

か
ら
11
月
15
日
（
木
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
・・・
？　

こ
の
機
会
に
、

忘
れ
が
ち
と
な
る
「
火
」
に
対
す

る
警
戒
心
の
高
揚
を
図
り
、
火
災

の
発
生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

去
る
９
月
９
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
ま
さ
か
！
」
の
火
災
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
こ

と
で
、
火
災
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。
火
災
は
決
し
て
他
人

事
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
に
で

も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
万
が

一
に
備
え
、
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
、
寝
室
が
あ

る
階
の
階
段
部
分
へ
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
火

災
の
発
生
が
２
番
目
に
多
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
台
所
へ
の
設
置
に

も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
３
）

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
下
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

■
申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

　

警
防
課
ま
で

　
（
℡ 

４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

9 月 10 日（月） 一日救急隊長
（野上厚生病院　病棟３階　田中看護師）

9 月 18 日（火） ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　神崎医師）

9 月 19 日（水） ドクターカー運用
（野上厚生病院　神経科　坂本医師）

9 月 20 日（木）ドクターカー運用
（野上厚生病院　研修医　森井医師）

11
月
９
日
は
“
１
１
９
番
の
日
”

で
す

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

取
り
付
け
ま
し
た
か
？　

住
宅
用
火
災
警
報
器

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
12
月
２
日（
日
）

で
す
。

■取り付ける位置は？

（壁から） （はりから）

0.6m 以上
0.6m 以上

0.15m 以上 0.5m 以内



11月

2012.1115

11 月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。健康管
理には十分気をつけてください。
３日（土）から５日（月）まで町文化祭が中央公民館
と文化センターで、また、10 日（土）・11（日）に世界民
族祭がりら創造芸術高等専修学校で、そして、25 日（日）
には農林商工まつりが文化センター（木の温もり広場）
でそれぞれ開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味覚の秋」
を楽しんでください。

町民カレンダー

　11月、12月のこのコーナーを利用して、「夏休み！料
理レシピコンテスト」小・中学生の部「朝ごはん大賞」の
レシピをご紹介いたします。
小学生の部　「朝ごはん大賞」　
　　小川小学校５年　日裏貴詞さんのレシピ
推薦理由：
家にある旬の食材を使って簡単に作れ、栄養バランスもとっ
ても良いですね。クロックムッシュはフランスを発祥とす
るトーストの一種で、カフェなどの軽食メニューとして提
供されています。そのクロックムッシュを朝ごはんに取り
入れたところが、おもしろいですね。

（お料理の名前）

クロックムッシュ・野菜サラダ・バナナヨーグルト
（材料と分量）　1 人分
クロックムッシュ
・サンドイッチパン…2枚
・とろけるチーズ…2枚
・ロースハム…1枚
・バター…適量

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,398 人
　男　…………	 4,831 人
　女　…………	 5,567 人
世帯数…………	 4,590 世帯

（平成24年9月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第29回） 野菜サラダ
・トマト…1/4　・レタス…2枚ぐらい　・キュウリ…半分
バナナヨーグルト
・バナナ…半分　　　　　　・ヨーグルト…適量
・ハチミツ…おこのみで

（作り方）
クロックムッシュ
①サンドイッチパンの上にとろけるチーズとロースハムを
のせ、もう１枚のサンドイッチパンではさむ。

②フライパンの上にバターをのせてとかし、①をのせて片
面を軽くこげめがつくまで焼き、返してとろけるチーズ
をのせて、もう片方にこげめがつくまで焼き、上にのせ
たチーズがとろけたら皿にのせて冷ます。

野菜サラダ
①キュウリを食べやすい大きさに切り、塩をかけて置いて
おき、トマトも食べやすい大きさに切り、レタスは小さ
くちぎる。

②野菜を皿に盛りつけドレッシングであえる。
バナナヨーグルト
①バナナは小さく切り、ヨーグルトと混ぜてお好みでハチ
ミツをかける。

■内　容　○展示、即売会  ○体験コーナー（保田紙の紙すき、
漆器蒔絵）○実演コーナー（パイル織物の再織の
実演） ○骨密度測定

　※入場無料。この機会に伝統ある和歌山の地場産業をご覧
ください。

「和歌山地場産フェア」開催！ ■日　時　平成24年11月 24日（土）
　　　　　　　　　　　　　 10：00～ 17：00
　　　　　11月25日（日）10：00～ 16：00
■会　場　和歌山地域地場産業振興センター
■お問合せ先　 （財）和歌山地域地場産業振興センター
　　　　　〒641-0012　和歌山市紀三井寺８５６番地
　　　　　TEL 073-447-3334（代）　担当　森本・松房

日時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
3日（土）   9:00～ 文化祭【～5日】 中央公民館・文化センター 生涯学習課 489-5915

12:30～ 文化祭（児童生徒発表会） 文化センター 生涯学習課 489-5915
4日（日）10:00～ 文化祭（芸能大会） 文化センター 生涯学習課 489-5915
8日（木） 移動町長室【28日（水）】 美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
〃 13:00～ 犬ねこの飼い方講習会【11日（日）・25日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500

9日（金）18:30～ 第23回町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489-5915
10日（土）   9:00～ パークゴルフ「秋」大会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

〃 14:30～ 第4回世界民族祭【～11日（日）当日祭9：45～】りら創造芸術高等専修学校 世界民族祭実行委員会 497-0749
17日（土）   9:30～ 小川地区公民館作品展示会【～18日】 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511
18日（日）   9:30～ 囲碁・将棋大会 中央公民館 中央公民館 489-5915

18:30～ 第24回町民大学講座 文化センター 生涯学習課 489-5915
21日（水）13:00～ 行政相談【～15：00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
25日（日）   9:00～ 農林商工まつり 文化センター 産業課 489-5901
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　紀美野町のシンボルとして、ふるさとへの愛着や誇りを育み、町のイメージの向上や定着、地域振興を
図るため、町のイメージキャラクターを７月初めから約１ケ月間募集しましたところ、226点の作品の
ご応募をいただきました。
　これらの応募作品について、紀美野町イメージキャラクター選考委員会にて厳正なる審査を行った結果、
次のとおり最優秀賞１点、審査員特別賞１点を決定しました。

解　説
　山に囲まれ緑豊かな自然ときれいな川が流れています。『きみちょん』は
山をイメージし、下には川が流れています。そんな大自然いっぱいの紀美
野町にぴったりなゆるキャラ『きみちょん』！頭には生石高原のススキを
イメージした毛が３本生えていて、手には天文台の星をイメージしたステッ
キを持っています。そして、なんと『きみちょん』の特技は星ステッキを
振ることによって幸せになれるという。星ステッキで「ちょんちょん」と
頭に星を近づけてくれることにより、その人はとても幸せな気持ちになれ
る♪そんなハッピーなゆるキャラ『きみちょん』です。

【男性の部】
優　勝　芝崎　嘉覬（動　木）　 55
準優勝　湯上　敏夫（下佐々）　 58
３　位　中谷圭次郎（下佐々）　 59

【女性の部】
優　勝　硲　　艶子（下神野）　 60
準優勝　橘本　陽子（長谷毛原）64
３　位　川井　照代（小　畑）　 64

紀美野町イメージキャラクター決定！

海南警察署からのお知らせ

最優秀賞 
制作：堂上 徳久さん（紀美野町奥佐々）

解　説
　全体的にかわいく描きました。特に目の部分をかわいく描きました。み
んなに愛されて、かわいがられてほしいと思っています。名前は『かきみ
のちゃん』です。「きみの」と書いたタスキをかけています。

　最優秀賞に輝きました『きみちょん』には、今後、紀美野町のシンボルとして様々な場面で活躍してい
ただきます！
　皆さん、お見かけの際には、応援よろしくお願いいたします！

年末は交通事故にご用心！
昨年『９件の死亡事故』の内
10月～12月で『５件の死亡事故』が発生
本年は昨年を上回るペースで
死亡事故が発生しています !!
　　　　　　　　　　　　　○　高齢者
本年発生の死亡事故の特徴　○　交差点
　　　　　　　　　　　　　○　自転車
　年末は何かと多忙で気忙しい時期ですが、
自動車、バイク、自転車の運転中、歩くとき
は〈心にゆとり〉を持って、立ち止まり、左
右から危険が接近していないかの
　☆安全確認を徹底して、
　☆交通事故を起こさない
　☆交通事故に遭わない
　ように気をつけましょう。

上位入賞者の皆さん

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
９
月
27
日
、
の
か
み
ふ
れ
あ

い
公
園
で
第
６
回
紀
美
野
町
交

通
安
全
推
進
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
か
れ
、
高
齢
者
65
名
が
東
西

コ
ー
ス
（
18
ホ
ー
ル
）
で
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。（
敬
称
略
）

交
通
安
全
推
進

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　

開　

催
!!

東西コース

『きみちょん』

審査員特別賞
制作：岸本 和佳さん（紀美野町真国宮）

『かきみのちゃん』　

たくさんのご応募ありがとうございました！


